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今年９月～10 月に開催される、「わた SHIGA 輝く国スポ・障スポ 2025」
大会は、栗東の魅力発信や交流人口増加にもつながる絶好の機会です。

議員一人ひとりも実行委員会の一員として、大会の成功を目指して、いっそうＰＲしていきます。

１月31日で
国スポまで240日・障スポまで267日
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　「第79回国民スポーツ大会・第24回全国障害者スポーツ大会（「わたSHIGA輝く国スポ・障スポ2025」）」
が今年、滋賀県で開催されます。国民スポーツ大会（以前の国民体育大会）は、毎年開かれる国内最大の 
スポーツの祭典、全国障害者スポーツ大会は、国スポを開催した都道府県で開催される、全国的な障がい者 
スポーツの祭典です。滋賀県での開催は、昭和56年の「びわこ国体」以来、44年ぶり2度目の開催となります。

国スポ·障スポ国スポ·障スポを
盛り上げよう！

栗東で開催されるのは７競技

※大会の詳細や
栗東市の取り
組みはホーム
ページをご覧
ください。運営�
ボランティアも
募集中！

　大会では、県内各市町で炬火の火をおこす
「採火」を行います。採火した炬火を一時的
に灯すランタンの役割となるのが、炬火受皿
です。炬火受皿の装飾を市内の２校が信楽焼
で制作しました。琵琶湖に住む生き物や住ん
でいる地域に馴染みのあるものをモチーフ
に子どもたちが考えた作品となっています。

大宝東小学校６年生、県立聾話学校小学部の子どもたちが炬
きょ

火
か

受皿の装飾づくりを担当

　市民による手作りの、のぼり旗が制作�
されています。

　たくさんの応援メッセージ
が届いています。議員からの
メッセージも！�詳細はこちら▶︎

　育てた花で競技会場や周辺
施設等を彩るため、市内で
花いっぱい運動を展開中。

花いっぱいのまちに応援メッセージ手描きののぼり旗

みんなで応援！取り組みが進んでいます

▲ホームページ
　はこちら

栗東で

栗東で

聾話学校

大宝東小

くりちゃんも！

国スポ

公開競技
国スポ

正式競技

　障スポ　

オープン競技　　 国スポ　　 

デモンストレーションスポーツ 栗東発祥の
ニュースポーツ
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　開催まで約８か月と迫りましたスポーツの祭典『第79回国民スポーツ大会・第24回全国
障害者スポーツ大会』。
　昭和21年（1946年）京阪神での第1回大会から、昭和62年（1987年）の沖縄大会で
全国を一巡し2024年の佐賀大会からは「国民体育大会」の名称も「国民スポーツ大会」と
改め、より幅広くスポーツを楽しめるようにと工夫されています。
　今大会では栗東市内で正式競技2種目、公開競技1種目、デモンストレーションスポーツ3種目、障スポオープン競技1種
目と、多種多様な競技の熱戦の火蓋が切られます。それぞれにわがまちにゆかりのある競技ですが、なかでもスローイング
ビンゴはわがまち栗東市が発祥のスポーツ。ぜひ、これを機会に観戦し、体験し、ニュースポーツにも親しんでみてください。
県内開催は44年ぶりとなる国スポ・障スポ。市を挙げて全国から競技者・観戦者をお迎えしたいですね。
　わたくしたち市議会では令和5年（2023年）6月の第1回栗東市実行委員会から名前を連ね、成功に向けて全
面的にバックアップしております。� ＜特集担当：梶原、寺田＞

大会成功のため、市議会でも活動してきました
実行委員会で大会に向けて団結

　令和6年６月７日に開催された実行委員会では、地域�
一丸となって大会の成功に向けて取り組んでいくことを
確認しました。

レスリング競技のリハーサル大会を観戦

　令和6年６月21日から23日まで市民体育館で開催
された「第60回近畿高等学校レスリング選手権大会」。�
この大会はレスリング競技のリハーサル大会として開催
され、体がぶつかり合い、次々と繰り出される技に、議員も
応援に力が入りました。

参加型イベントで競技体験

　令和6年11月4日、市民体育館
で開催された「スポーツ体験フェ
スティバルINりっとう」。市民の皆
さんとともに議員も栗東市で開催
される７競技を体験しました。

文教福祉常任委員会で佐賀県嬉野市を視察

　2024年のレスリング
競技会場となった佐賀県
嬉野市を視察し、大会の
様子を見学しました。詳細は
13ページをご覧ください。

国スポ・障スポ 開催に向けて
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審議した議案など

12月定例会12月定例会

件名 採決結果

そ
の
他

道路線の認定について
(上鈎下教田線、笠川稲荷神社公園線、
綣十丁目街区４号線）

可決・全

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

自然活用総合管理棟の指定管理者と
して滋賀県森林組合を指定する 可決・全

こんぜの里バンガロー村の指定管理者 
として滋賀県森林組合を指定する 可決・全

森林体験交流センターの指定管理者
として株式会社しびりこを指定する 可決・全

自然体験学習センターの指定管理者と
して株式会社しびりこを指定する 可決・全

意
見
書

北方領土問題の早期解決等を求める 
意見書 可決・全

厚生年金への地方議会議員の加入を 
求める意見書 可決・別表

子どもの福祉医療費助成の制度拡充を
求める意見書 否決・別表

件名 採決結果

条
例（一部
改
正
）

指定介護予防支援等の事業の人員及び
運営並びに指定介護予防支援等に係る 
介護予防のための効果的な支援の方法
の基準等を定める条例及び地域包括 
支援センターの職員及び運営に関する
基準を定める条例
（地域包括支援センターの職員配置基準
を緩和するため）

可決・別表

市営住宅管理条例
（市営住宅の入居者資格について、同居
人要件を緩和するため）

可決・全

市長、副市長の給与等に関する条例 
及び栗東市教育委員会教育長の給与
等、勤務時間その他の勤務条件に関す
る条例
（人事院勧告に伴う期末手当の支給月額
の改正）

可決・別表

職員の給与に関する条例等
（人事院勧告に伴う給料月数、期末勤勉
手当の支給月数の改正）

可決・全

令和６年度　一般会計　補正予算（専決）
会計名 補正額 予算総額 主な内容 採決結果

一般会計（第4号） 3,582万3千円（増額） 281億7,810万4千円 総務費の増額 承認・別表

令和６年度　一般会計・特別会計　補正予算
会計名 補正額 予算総額 主な内容 採決結果

一般会計（第5号） 10億1,022万9千円（増額） 291億8,833万3千円 民生費の増額等 可決・全

一般会計（第6号） 2億7,627万1千円（増額） 294億6,460万4千円 総務費の増額等 可決・別表

国民健康保険特別会計（第2号） 3万8千円（増額） 54億8,605万1千円 諸支出金の増額 可決・全

国民健康保険特別会計（第3号） 244万7千円（増額） 54億8,849万8千円 保険事業費等の増額 可決・全

後期高齢者医療特別会計（第1号） 201万4千円（減額） 8億8,424万3千円 後期高齢者医療広域 
連合納付金の減額等 可決・全

後期高齢者医療特別会計（第2号） 452万円（増額） 8億8,876万3千円 総務費の増額 可決・全

介護保険特別会計（第3号） 1億6,732万8千円（増額） 44億1,260万1千円 諸支出金の増額 可決・全

介護保険特別会計（第4号） 187万7千円（減額） 44億1,072万4千円 地域支援事業費の減額等 可決・全

大津湖南都市計画事業栗東新都心 
土地区画整理事業特別会計（第1号) 27万6千円（増額） 6,626万3千円 土木費の増額 可決・全

水道事業会計（第2号） 140万円（増額） 23億1,799万7千円 営業費用等の増額 可決・全

水道事業会計（第3号） 166万（減額） 23億1,633万7千円 営業費用の減額等 可決・全

公共下水道事業会計（第１号） 90万円（増額） 32億4,445万1千円 営業費用等の増額 可決・全

公共下水道事業会計（第２号） 12万6千円（減額） 32億4,432万5千円 営業費用の減額等 可決・全

農業集落排水事業 
特別会計（第１号) 46万1千円（増額） 2,628万5千円 農林水産業費の増額 可決・全
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賛成・反対の双方があった議案について表示します。（多=賛成多数、少=賛成少数　　○…賛成、●…反対）

会派名
議員名

案件

賛
成
の
数

新政会 ネットワーク 公明 共産 究理 未来
上
田 

忠
博

三
木 

敏
嗣

里
内　

英
幸

梶
原　

美
保

西
田　
　

聡

寺
田　

靖
広

奥
村　
　

明

田
村　

隆
光

上
石
田
昌
子

谷
口　

律
香

川
嶋　
　

恵

塩
見　
　

隆

青
木　

千
尋

伊
吹　
　

裕

武
村　
　

賞

櫻
井　

浩
司

島
田　

利
恵

予
算

一般会計（第4号） 多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇
一般会計（第6号） 多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇

条
例

指定介護予防支援等の事業の人
員及び運営並びに指定介護予防
支援等に係る介護予防のための
効果的な支援の方法の基準等を
定める条例及び地域包括支援セ
ンターの職員及び運営に関する
基準を定める条例

多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇

市長、副市長の給与等に関する
条例及び栗東市教育委員会教育
長の給与等、勤務時間その他の
勤務条件に関する条例

多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇

意
見
書

厚生年金への地方議会議員
の加入を求める意見書 多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇

子どもの福祉医療費助成の
制度拡充を求める意見書 少 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 ●

賛否の公表

＊議長（中野�光一議員）は採決に加わらない
＊会派名の正式名称は次の通り�ﾈｯﾄﾜｰｸ（栗東市民ﾈｯﾄﾜｰｸ）、公明（公明栗東）、共産（日本共産党栗東市議団）、究理（究理の会）、未来�
（未来創造りっとう）

　本会議・委員会審査は、どなたでも自由に傍聴いただけます。
・開会時間は、いずれも9時30分を予定しています。
・日程については、現段階での予定であるため、変更になる
　場合がありますのでご了承ください。
・議場には車椅子を利用されている方の傍聴者席を設置しています。
・手話通訳者の配置をご希望の方は事前に
　議会事務局へ連絡をお願いします。
●問い合わせ　議会事務局（市役所4階）
　TEL:551-0137   FAX:551-0146 

   :gikai@city.ritto.lg.jp ※21日のみ13時３０分に開会予定

議会の様子は、開催後
速やかにYouTubeに
アップしており、動画でも
ご覧いただけます。▶︎

２月２５日　　　　 本会議（議案上程等）
３月　４日～　５日 本会議（代表質問）
　　　５日～　７日 本会議（個人質問）
　　１０日～１７日 各常任委員会
　　　　　　２１日 本会議（委員長報告・採決）

（土・日・祝は除く）3月定例会の予定

にお越しください傍聴

12月議会では、意見書２件を可決し、政府関係機関に提出しました

北方領土問題の早期解決等を求める意見書 
＜意見書概要＞
　北方領土問題の解決のため滋賀県でも運動を展開して
きましたが、歳月が過ぎ元島民の多くが他界され、また国際
情勢の影響もあり運動の停滞
や風化が懸念されています。
早期解決に向けて、国に対し、
返還要求運動の推進や北方
領土教育の充実などを強く望
む意見書を提出しました。

厚生年金への地方議会議員の加入を求める意見書
＜意見書概要＞
　会社員等が地方議会議員に転身する際に切れ目なく
厚生年金の適用を受けられるようになれば、幅広い層
からの政治参加や地方議会におけ
る多様な人材の確保に寄与すると
考えられることから、国に対し、厚
生年金への地方議会議員の加入
のための法整備を強く望む意見書
を提出しました。▲北方領土問題対策協会『北方領土って

どこにあるの？ 「位置と面積」』より

りっとう議会だよりりっとう議会だより 2025.2.155



◆
山
の
施
設
の
指
定
管
理
委
託
料

（
２
年
間
分
）は
本
当
に
妥
当

な
金
額
な
の
か
？

　
（
債
務
負
担
行
為
補
正
）

　
問
補
正
額
が
先
方
か
ら
提
出
さ

れ
た
事
業
計
画
の
金
額
と
同

額
に
な
っ
て
お
り
、事
業
者
の

言
い
値
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
る
が
、い
つ
も
こ
の
よ
う

な
や
り
方
な
の
か
。

答
い
つ
も
こ
の
よ
う
な
や
り
方
で

は
あ
る
が
、あ
く
ま
で
限
度
額
を

確
保
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

実
際
の
執
行
額
に
つ
い
て
は
今
後

の
協
議
に
お
い
て
決
定
す
る
。

問
森
遊
館
と
森
の
未
来
館
は
同
一

業
者
と
な
る
予
定
だ
が
、例

え
ば
業
務
が
重
な
る
部
分
に

つ
い
て
は
交
渉
が
で
き
る
範

囲
が
あ
る
と
考
え
る
。協
定

を
結
ぶ
際
に
交
渉
す
べ
き
と

考
え
る
が
、い
か
が
か
。

答
協
定
に
向
け
た
協
議
を
進
め
る

中
で
最
終
的
な
内
容
を
決
定

し
て
い
く
。

◆
妊
婦
健
診
が
半
減
し
て
い
る
？

　
（
母
子
保
健
事
業
）

問
妊
婦
一
般
健
康
診
査
委
託
料

が
半
減
し
て
い
る
が
、要
因

は
何
か
。ま
た
、大
事
な
健
診

で
あ
る
と
思
う
が
、健
診
を

受
け
な
い
こ
と
で
影
響
は
出

な
い
の
か
。

答
対
象
者
数
の
見
込
み
減
に

よ
る
も
の
で
、当
初
、１
か
月

66
人
を
見
込
ん
で
い
た
も
の

が
、現
在
60
人
程
度
で
あ
る
。

ま
た
、14
回
す
べ
て
を
受
け
ら

れ
な
い
方
や
早
期
に
入
院
さ

れ
る
方
も
お
ら
れ
る
。受
診
券

を
受
け
取
っ
た
が
妊
婦
健
診

を
受
診
さ
れ
な
い
方
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、フ
ォ
ロ
ー
が
必
要

な
方
に
は
妊
婦
健
診
の
受
診

も
含
め
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
。

◆
令
和
６
年
人
事
院
勧
告（
※
）

に
基
づ
き
、本
市
の
特
別
職
、

一
般
職
等
の
給
与
等
の
改
正

に
お
け
る
条
例
改
正
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　

①
栗
東
市
市
長
、副
市
長
の

給
与
等
に
関
す
る
条
例
及
び

栗
東
市
教
育
委
員
会
教
育
長

の
給
与
等
、勤
務
時
間
そ
の
他

の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
、

②
栗
東
市
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
２
つ
の
条
例

に
つ
い
て
の一部
改
正
を
審
査

し
ま
し
た
。

問
①
、②
そ
れ
ぞ
れ
の
影
響
額
は
。

答
①
は
、約
10
万
７
０
０
０
円
、

②
は
、約
１
億
２
８
０
０
万
円

で
あ
る
。

※
人
事
院
勧
告
…
日
本
の
国
家

公
務
員
の
給
与
や
勤
務
条
件

に
つ
い
て
、人
事
院
が
内
閣

お
よ
び
国
会
に
対
し
て
行
う

意
見
や
勧
告
。主
に
、公
務
員

の
待
遇
を
適
正
に
保
つ
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

≪
改
正
の
主
な
内
容
≫

（
令
和
６
年
度
に
影
響
す
る
も
の
）

①
令
和
6
年
12
月
の
期
末
手
当

の
支
給
月
数
を
0.
05
月

引
き
上
げ
1.
75
月
と
す
る
。

②
・
令
和
6
年
4
月
1
日
に
遡

及
し
て
給
料
表
の
水
準
を
引

き
上
げ
る
。

　
・令
和
6
年
12
月
の
期
末
手
当

の
支
給
月
数
を
0.
05
月

引
き
上
げ
1.

275
月
と
す
る
。

ま
た
、勤
勉
手
当
の
支
給

月
数
を
0.
05
月
引
き
上
げ

1.
075
月
と
す
る
。

「
令
和
６
年
度
栗
東
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）」の
審
議
よ
り

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
特
別
職
、

一
般
職
等
の
給
与
等
改
定

予
算
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

常任委員会ピックアップ常任委員会ピックアップ
※委員長報告を映像で
　ご覧いただくことができます ～12月定例会での審査内容の一部概要をお伝えします～

所属委員　（◎委員長　○副委員長）　◎上田 忠博、○上石田 昌子、川嶋 恵、寺田 靖広、島田 利恵

所属委員　（◎委員長　○副委員長）　◎上石田 昌子、○上田 忠博　議長（中野 光一）を除く全員
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市政は範囲が広く内容も複雑なため、市議会では、委員会を設けて本会議の予備的な審査や重要な事柄の調査をしています。現在、
４つの委員会に分かれ、議案などを審査しています。

常任
委員会
とは

◆
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
審
査
し
ま
し
た
。

問
道
の
駅「
こ
ん
ぜ
の
里
り
っ
と
う
」

は
、比
較
的
安
定
し
て
い
る
と

思
う
が
、採
点
結
果
で
、７
名

中
３
名
が
及
第
点
に
な
ら
な

か
っ
た
理
由
は
。

答
委
員
か
ら
施
設
の
Ｐ
Ｒ
が
足
り

な
い
。販
売
物
販
が
少
な
い
な

ど
の
批
判
的
な
意
見
が
あ
っ
た
。

問「
バ
ン
ガ
ロ
ー
村
」の
委
託
料
が

若
干
減
額
さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

答
隣
接
す
る
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

と
の
相
乗
効
果
で
、施
設
の

利
用
者
の
増
加
が
見
込
め
る
。

問「
森
遊
館
」の
指
定
管
理
候
補

者
は
、会
社
設
立
か
ら
２
年
未

満
で
、フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
の
管
理
実
績
し
か
な
い
。

管
理
者
と
し
て
問
題
は
な
い
の
か
。

答
市
顧
問
税
理
士
に
財
務
状
況

等
を
確
認
い
た
だ
い
た
。特
に
、

問
題
な
い
と
の
見
解
で
あ
る
。

◆
市
営
住
宅
管
理
条
例
の一部
改

正
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

問
18
歳
以
下
が
い
る
場
合
の
入

居
者
資
格
が
緩
和
さ
れ
る
。仮

に
18
歳
以
下
の
子
ど
も
が
働
き
、

そ
れ
な
り
の
収
入
が
あ
れ
ば
、

入
居
資
格
か
ら
外
れ
る
の
か
。

答
世
帯
年
収
が
月
額
21
万
４
千

円
を
超
え
る
と
、入
居
資
格
の

対
象
か
ら
外
れ
る
。

◆
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
。

問
上
鈎
下
教
田
線
と
笠
川
稲
荷

神
社
公
園
線
は
、避
難
通
路

を
設
置
し
な
い
の
か
。

答
上
鈎
下
教
田
線
は
、開
発
指

導
要
綱
に
よ
り
、設
け
る
必
要

が
な
い
。ま
た
、笠
川
稲
荷
神

社
公
園
線
は
、先
線
が
公
共

用
地
の
た
め
、設
け
て
い
な
い
。

道
の
駅「
こ
ん
ぜ
の
里
り
っ
と
う
」の

指
定
管
理
等
５
議
案
を
審
査

環
境
建
設
常
任
委
員
会

◆
栗
東
市
内
３
圏
域
の
実
情
に

応
じ
た
質
の
高
い
介
護
・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
向
け
、

職
員
配
置
の
柔
軟
化
を
可
能

と
す
る
条
例
改
正
に
つ
い
て

審
査
し
ま
し
た
。

問
今
回
の
改
正
は
、常
勤
職
員

が
い
な
く
て
も
、非
常
勤
職

員
で
常
勤
換
算
で
き
る
と
い

う
考
え
方
だ
が
、利
用
者
へ

の
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な

が
ら
な
い
か
。　

答
今
回
の
改
正
に
は
２
つ
の
要
素

が
あ
り
、例
え
ば
非
常
勤

０.５
人

を
２
人
で
常
勤
１
人
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
常
勤
換
算
の
部

分
と
、各
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
そ
れ
ぞ
れ
３
職
種
を
充

て
る
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
を
柔
軟
に
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
部
分

で
あ
る
。ど
ち
ら
の
要
素
に
つ

い
て
も
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
つ
な

が
ら
な
い
よ
う
考
え
て
い
く
。

問
条
例
改
正
後
も
、常
勤
職
員
が

い
る
間
は
そ
の
ま
ま
の
体
制
で

い
く
と
い
う
こ
と
で
い
い
の
か
。

答
今
回
の
改
正
は
、今
後
人
材

確
保
が
難
し
く
な
っ
て
き
た

場
合
の
対
応
で
あ
り
、当
分

の
間
は
常
勤
職
員
で
い
け
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

 

◆
森
の
未
来
館
の
指
定
管
理
者

に
つ
い
て
も
審
査
し
ま
し
た
。

　問
森
遊
館
と
指
定
管
理
者
が
同

じ
に
な
る
こ
と
で
の
相
乗
効

果
は
見
込
め
る
の
か
。

答
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
使
用
用
途

に
違
い
は
あ
る
が
、重
な
る

部
分
に
つ
い
て
は
、コ
ス
ト
を
抑

え
る
な
ど
の
相
乗
効
果
を
念
頭

に
お
き
、運
営
す
る
よ
う
指
定

管
理
者
と
話
を
し
て
い
く
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の

さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
て

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

所属委員　（◎委員長　○副委員長）　◎西田 聡、○青木 千尋、櫻井 浩司、塩見 隆、奥村 明、谷口 律香

所属委員　（◎委員長　○副委員長）　◎武村 賞、○梶原 美保、田村 隆光、三木 敏嗣、里内 英幸、伊吹 裕

▲道の駅
こんぜの里りっとう
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こ
の
３
年
間
に
お
い
て
浴
室
衛
生
管
理

の
不
備
、記
入
済
み
宿
泊
カ
ー
ド
の
破
棄

お
よ
び
施
設
使
用
料
の
誤
徴
収
、協
議
無
き

備
品
購
入
、備
品
台
帳
の
更
新
不
備
、ス
タ
ー
ト

が
数
か
月
遅
れ
た
上
、食
事
の
提
供
も
ま
ま
な

ら
な
い
状
況
で
運
営
す
る
な
ど
、行
政
の
指
導
力

が
問
わ
れ
る
事
案
が
多
々
見
受
け
ら
れ
、地
元

か
ら
の
苦
情
も
絶
え
な
か
っ
た
。そ
の
原
因
と

今
後
に
つ
い
て
問
う
。

　

不
備
の
原
因
は
市
と
指
定
管
理
者
に

よ
る
管
理・運
営
に
関
す
る
情
報
共
有
や

確
認
手
続
き
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
り
、

今
後
は
指
定
管
理
協
定
書
に
よ
り
書
面
協
議
を

徹
底
し
、毎
月
提
出
さ
れ
る
業
務
報
告
書
に
よ
り

事
業
実
施
状
況・施
設
管
理
状
況
を
確
認
す
る
。

　

市
の
方
向
性
案
で
は「
滞
在
・
体
験
・

魅
力
発
信
」と
示
さ
れ
た
が
、金
勝
山一帯

の
観
光
整
備（
登
山
ル
ー
ト
や
掲
示
板
、ト
イ
レ

な
ど
）が
進
ん
で
い
な
い
。ま
し
て
や
、過
日
の

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
内
容
は
、固
定
概
念
や

先
入
観
を
抱
く
や
も
し
れ
な
い
悲
観
的
設
問
内

容
と
な
っ
て
い
る
。既
存
の
施
設
管
理
条
例
の

改
正
の
検
討
と
、利
用
客
や
売
り
上
げ
の
増
加

に
つ
な
が
る
幅
広
い
事
業
展
開
を
実
施
で
き
る

素
地
づ
く
り
を
市
に
期
待
し
て
よ
い
か
、見
解
を

問
う
。　

条
例
改
正

の
検
討
も
含

め
、幅
広
い
事
業

展
開
を
実
施
で
き

る
素
地
づ
く
り
が

で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
く
。

問問 答答

こんぜの里周辺施設の今後
上石田 昌子 議員

個 人 質 問 ここが聴きたい 市政を問う
〜12月定例会での個人質問と答弁の要旨をお伝えします〜

問
答
意

…議員の質問
…市からの回答
…議員の意見

順番 質問者 質問事項

1 上石田 昌子

こんぜの里周辺施設の現状と今後のあり方に
ついて
栗東市北中小路地先の新工場建設計画の
中止について

2 寺田　靖広 ひとり親支援の在り方について

3 塩見　　隆 認知症高齢者を狙った詐欺被害防止の見守り
について

4 櫻井　浩司 栗東健康運動公園のあり方について

5 奥村　　明

こどもまんなか社会の実現にむけて
「第４期栗東市教育振興基本計画と教育大綱
について」
中学校生徒会費の使途および公表について

6 武村　　賞 栗東市における消費生活相談について

順番 質問者 質問事項

7 伊吹　　裕

投票に関する権利保障と投票の方法周知について
市営住宅の現在と今後について
2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）への
児童・生徒招待事業について

8 谷口　律香
変わりゆく地域と学校の未来像
～大宝東小学校とコミュニティセンターの
課題解決に向けて～ 

9 島田　利恵 地域おこし協力隊制度と窓口相談における対
応力・提案力の向上について

10 田村　隆光 誰一人取り残さないデジタル社会の実現に
向けて

11 三木　敏嗣
防災訓練について
生活保護について

12 青木　千尋 安全な通学路の確保のために

▲ひとり親就労支援

　

父
母
が
離
婚
し
た
後
、も
う
一
方
の
親

が
養
育
費
を
負
担
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

養
育
費
を
確
実
に
受
け
取
る
た
め
に
は
、公
正
証
書

に
し
た
り
、調
停
等
で
取
り
決
め
を
す
る
必
要
が
あ

る
。本
市
で
は
養
育
費
の
取
り
決
め
内
容
の
債
務

名
義
化
を
促
進
し
、養
育
費
に
関
す
る
公
正
証
書

等
作
成
に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て
補
助
し
て
い
る

が
、補
助
金
の
前
年
度
の
利
用
実
績
と
今
年
度
の

状
況
を
伺
う
。

　

令
和
５
年
度
の
利
用
実
績
は
６
件
、

令
和
６
年
度
は
11
月
末
現
在
で
１
件
の

交
付
を
行
っ
た
。

　
母
子
世
帯
の
母
の
養
育
費
の
受
給
状
況

は
28・１
％
。ひ
と
り
親
の
自
立
の
た
め
の

支
援
を
実
施
し
て
い
る
か
。

　
安
定
し
た
就
労
に
結
び
つ
く
資
格
や
技
能

の
取
得
の
た
め
の
受
講
料
や
教
材
費
を
支
援

す
る「
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
事
業
」、看
護
師

や
介
護
福
祉
士
な
ど
専
門
的
な
資
格
取
得
の
た
め

の
講
座
受
講
中
の
生
活
費
を
支
援
す
る「
母
子
家
庭

等
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
事
業
」を
活
用
し
、

ひ
と
り
親
の
方
が
経
済
的
に
自
立
し
、安
定
し
た

生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
る
。

　

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
が
自
立
し
、児
童

扶
養
手
当（
※
）を
受
給
す
る
必
要
が
な

く
な
り
、さ
ら
に
収
入
ア
ッ
プ
が
図
れ
る
よ
う
、

さ
ら
な
る
自
立
へ
の
支
援
を
お
願
い
す
る
。

※
児
童
扶
養
手
当
…
父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、ひ
と
り
親
と

な
っ
た
家
庭
の
親
な
ど
に
児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
支
給

さ
れ
る
手
当
。

問問意 答答

シングルマザーの自立支援
寺田 靖広 議員

▲栗東市立森林体験交流センター 森遊館
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超
高
齢
社
会
と
切
り
離
せ
な
い
課
題

が
認
知
症
で
あ
る
。認
知
症
高
齢
者
を

狙
っ
た
特
殊
詐
欺
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

市
民
が
こ
う
い
っ
た
被
害
に
遭
う
危
険
性
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
一
般
的
に
高
齢
に
伴
っ
て
認
知
機
能
は

低
下
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、若
い
世
代
に
比
較
し
て
リ
ス
ク
は
高
く
な
る

も
の
と
考
え
る
。

　

認
知
症
高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
被
害

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
啓
発
活
動
や
情
報

提
供
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。ま
た
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
民
生
委
員
と
の

連
携
は
。

　
高
齢
者
に
自
宅
の
電
話
に
取
り
付
け
ら

れ
る
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
布
す
る
な
ど
し
、

注
意
喚
起
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、出
前
講
座
の
実

施
な
ど
必
要
時
に
情
報
提
供
し
て
い
る
。民
生
委

員
に
つ
い
て
は
犯
罪
被
害
等
に
遭
わ
な
い
よ
う
に

定
例
会
で
情
報
提
供
し
て
い
る
。

　
地
域
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
催
し
に
参
加

さ
れ
な
い
方
へ
の
訪
問
見
守
り
が
大
切
と

考
え
る
。野
洲
市
の
よ
う
な「
見
守
り
リ
ス
ト
」は

見
守
り
を
強
化
す
る
上
で
必
要
と
考
え
る
が
。

　

有
効
な
手
段
と
考
え
る
が
、人
員
体
制

も
含
め
た
環
境
を
整
え
る
と
い
う
課
題

も
あ
る
。直
ち
に
導
入
す
る
こ
と
は
難
し
い
た
め

引
き
続
き
、周
知
啓
発

に
努
め
、関
係
機
関
や

関
係
課
と
情
報
共
有

を
図
り
な
が
ら
犯
罪

防
止
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。 

問問問 答答答

認知症高齢者を狙った詐欺被害防止の見守り
塩見 隆 議員

　

第
４
期
計
画
も
大
綱
も「
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
も
の
」と
し
て
い
く
こ
と
は
共
通

し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。現
在
、本
市
の
教
育

に
お
け
る「
地
域
の
実
情
」と
は
。

　

特
別
な
教
育
的
支
援
を
要
す
る
児
童

生
徒
や
不
登
校
児
童
生
徒
数
の
増
加

傾
向
が
見
ら
れ
る
。さ
ら
に
は
、全
国
学
力
学
習

状
況
調
査
か
ら
、正
答
率
が
全
国
平
均
よ
り
低
く
、

無
回
答
率
が
高
い
状
況
。

　

学
校
給
食
は
、子
ど
も
た
ち
の
食
育
の

観
点
か
ら
も
地
産
地
消
を
推
進
さ
れ
て
い

る
市
長
の
意
向
を
第
４
期
基
本
計
画
に
盛
り
込

ん
で
い
く
の
か
。

　
学
校
給
食
の
地
産
地
消
は「
小・中
学
校
、

幼
稚
園
等
給
食
の
充
実
」に
位
置
づ
け
る
。

中
学
校
生
徒
会
費
の
使
途
お
よ
び
公
表

　

生
徒
会
費
が
余
っ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、生
徒
会
の
中
で
使
途
の
協
議
を
行
う

こ
と
で
、保
護
者
の
同
意
の
元
、様
々
な
活
動
に

対
し
て
の
補
助
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　

こ
れ
ま
で「
保
護
者
の
同
意
を
得
て

様
々
な
活
動
に
対
し
て
補
助
を
行
う
」と

い
う
発
想
は
な
か
っ
た
が
、実
現
す
れ
ば「
こ
ど

も
の
意
見
表
明
権
」の
視
点
か
ら
も
大
変
望
ま
し

い
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。

　
今
後
、生
徒
会
費
の
公
表
と
監
査
は
。

　

生
徒
会
総
会
の

議
案
書
を
保
護
者

が
確
認
で
き
る
よ
う
に
す

る
と
と
も
に
、保
護
者
代

表
に
よ
る
監
査
を
加
え
る

な
ど
、改
善
に
向
け
て
各

校
に
働
き
か
け
て
い
く
。

問問問問 答答答答

子どもまんなか社会の実現にむけて
～第４期栗東市教育振興基本計画と教育大綱～ 奥村 明 議員

　
当
初
20
頭
の
繋
養
予
定
が
、乗
馬
ク
ラ
ブ

を
運
営
す
る
に
は
30
頭
必
要
だ
と
の
こ
と

で
、乗
馬
ク
ラ
ブ
あ
り
き
で
進
め
て
い
る
よ
う
に

思
え
る
が
。　

　

馬
と
の
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン
に
お
い
て

馬
関
連
施
設
を
中
心
に
展
開
す
る
こ
と
を

想
定
し
て
お
り
、乗
馬
ク
ラ
ブ
を
決
定
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。

　

公
園
管
理
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　

民
間
活
力
導
入
に
よ
る
P
a
r
k
︲

P
F
I
や
設
置
管
理
許
可
の
手
法
を
用
い

て
整
備
を
予
定
し
て
お
り
、こ
れ
に
伴
う
使
用
料

を
活
用
し
、指
定
管
理
に
よ
る
管
理
を
予
定
し
て

い
る
。　

周
辺
環
境
の
配
慮
に
つ
い
て
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。隣
接
す
る
旧
R
 D 

最
終
処
分
場
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、滋
賀
県
が

提
案
し
て
き
た
様
々
な
利
用
方
法
が
示
さ
れ
た

中
に
農
園
と
い
う
項
目
が
あ
っ
た
が
、風
向
き
に

よ
っ
て
は
肥
料
の
匂
い
が
漂
う
可
能
性
が
あ
る

と
し
て
、評
価
は
低
か
っ
た
。馬
の
糞
尿
や
粉
塵

に
対
す
る
対
策
は
。

　

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
に
お
い
て
協
議

し
て
お
り
、馬
の
糞
尿
の
匂
い
や
粉
塵
は

即
時
処
理
や
定
期

的
な
散
水
な
ど
の

対
策
を
講
じ
る
こ

と
で
影
響
は
ほ
と

ん
ど
な
い
と
聞
い
て

い
る
。引
き
続
き
協

議
を
し
て
い
く
。

問問問 答答答

栗東健康運動公園のあり方
櫻井 浩司 議員

りっとう議会だよりりっとう議会だより 2025.2.199

▲栗東健康運動公園建設予定地域（地図出典：Google）



　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ｅ
メ
ー
ル
や
ラ
イ
ン

等
、無
料
の
ア
プ
リ
の
普
及
に
よ
り
家
族

や
親
し
い
人
と
の
連
絡
手
段
も
大
き
く
様
変
っ

た
。こ
れ
ら
を
利
用
す
る
こ
と
で
、個
人
情
報
の

漏
洩
な
ど
リ
ス
ク
も
存
在
す
る
。便
利
な
ツ
ー
ル

で
あ
る
が
、中
に
は
、偽
り
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る

詐
欺
が
多
発
し
て
い
る
。滋
賀
県
警
に
よ
る
と

今
年
の
上
半
期
の
投
資
詐
欺
と
ロ
マ
ン
ス
詐
欺

で
10
億
５
９
０
０
円
の
被
害
と
な
っ
て
い
る
。

特
殊
詐
欺
が
多
発
す
る
中
、市
民
を
守
る
啓
発
は
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
草
津
栗
東
防
犯

自
治
会
の
広
報
紙・防
犯
メ
ー
ル・市
公
式

ラ
イ
ン
で
啓
発
し
て
い
る
。

　

日
々
の
生
活
の
中
で
個
人
情
報
の

漏
洩
等
で
、詐
欺
商
法
に
騙
さ
れ
る
事

も
あ
る
。消
費
生
活
相
談
窓
口
の
充
実
が
必
要

で
あ
る
。市
お
よ
び
県
消
費
生
活
相
談
窓
口
は

何
人
体
制
か
。

　

市
相
談
員
は

１
人
、県
は
９
人
。

　

市
相
談
員
の

雇
用
形
態
は
。

　
非
常
勤
の
会
計

年
度
任
用
職
員
で

あ
る
。　

市
民
に
寄
り
添
っ
た
相
談
窓
口
と
た

め
、土
日
祝
も
開
設
す
べ
き
で
は
。

　

以
前
は
、県
相
談
窓
口
の
開
設
は
あ
っ
た

が
、現
在
は
平
日
開
設
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
協
議
し
て
い
く
。

個人質問の全体映像は各二次元コードよりご視聴ください

　
大
宝
東
小
学
校
が「
将
来
的
に
廃
校
に
な
る
」

「
高
齢
者
施
設
に
転
用
さ
れ
る
」と
い
っ
た
噂

が
流
れ
て
い
る
が
、具
体
的
な
計
画
や
方
向
性
は
。

　
現
時
点
で
は
具
体
的
な
計
画
は
な
い
。

　
今
後
の
児
童
数
の
推
移
は
。

　

令
和
7
年
度
は

356
名
、令
和
12
年
度
は

263
名
と
み
て
い
る
。

　

ど
の
よ
う
な
条
件
が
整
っ
た
場
合
に
、

廃
校
や
施
設
転
用
の
検
討
を
開
始
す
る
の
か
。

　
現
在
、条
件
や
基
準
は
な
い
。

　　
市
内
小
中
学
校
に
あ
る
18
の
余
裕
教
室

の
有
効
活
用
に
関
す
る
具
体
的
施
策
は

考
え
て
い
る
か
。

　
今
後
、全
庁
的
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
大
宝
東
に
お
い

て
学
区
住
民
の
利
用
率
が
低
い
と
伺
っ
て

お
り
、地
域
に
馴
染
ん
で
い
な
い
印
象
が
あ
る
。

利
用
率
は
把
握
し
て
い
る
か
。

　
把
握
し
て
い
な
い
。

　

市
民
か
ら
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

大
宝
東
の
移
転
や
補
完
施
設
な
ど
を
希
望

す
る
声
は
上
が
っ
て
い
な
い
か
。

　
意
見
を
い
た
だ
い
た
こ
と

が
あ
る
。

　

余
裕
教
室
を
校
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
事
務
局
に
転
用
し
て
い

る
事
例
も
あ
る
。地
域
の
課
題
解
決

や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
活
用
も
視
野
に

入
れ
、市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
検
討
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

余裕教室の活用で地域の課題解決を
谷口 律香 議員

問問問問問問 答答答答答答

　

市
民
が
よ
り
投
票
し
や
す
い
環
境
を

整
え
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
、今
後
に
向

け
て
検
討
し
て
い
る
こ
と
は
。

　

公
職
選
挙
法
の
改
正
で
可
能
と
な
っ
た

「
共
通
投
票
所
」の
設
置
や
投
票
所
へ
の

移
動
支
援
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

投
票
方
法
に
は
、入
院
中
の
投
票
以
外

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

　

投
票
日
当
日
の
投
票
、期
日
前
投
票
以

外
の
投
票
方
法
は
、不
在
者
投
票
お
よ
び

在
外
投
票
が
あ
る
。

　

投
票
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、す
で

に一
般
に
浸
透
し
て
い
る
期
日
前
投
票
所

を
市
内
3
中
学
校
区
に

1
か
所
ず
つ
も
う
け
、

交
通
に
不
便
が
あ
り
、

期
日
前
投
票
に
行
き
に

く
い
地
域
で
も
投
票
し

や
す
い
環
境
を
整
え
る

べ
き
。

市
営
住
宅
の
現
在
と
今
後

～
住
ま
い
の
権
利
保
障
を
～

　

市
営
住
宅
の
供
給
戸
数
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

　

住
宅
の
供
給
戸
数
に
つ
い
て
は
、応
募

状
況
や
社
会
情
勢
を
注
視
し
な
が
ら
、

適
切
な
戸
数
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

万
博
へ
の
児
童・生
徒
招
待
事
業
の
そ
の
後　
　

　
万
博
へ
の
児
童・生
徒
招
待
事
業
に
つ
い
て

市
内
小・中
学
校
の
現
在
の
参
加
意
向
は
。

　

県
が
実
施
し
た
活
用
希
望
調
査
に
お
い

て
、市
内
全
て
の
学
校
が「
希
望
し
な
い
」

と
い
う
結
果
だ
っ
た
。

問問 問問 答答 答答

投票に関する権利保障と投票の方法周知の改善を
伊吹 裕 議員

▲余裕教室の活用事例▲大宝東小学校

問問問問 答答答答

消費生活相談窓口の充実
武村 賞 議員
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各
自
治
会
の
防
災
訓
練
の
状
況
は
。

　
令
和
６
年
11
月
末
の
実
施
済
数
は
68
自

治
会
。訓
練
回
数
は
合
計
90
回
で
あ
る
。

　
消
火
栓
格
納
箱
盗
難
被
害
状
況
は
。

　

11
月
末
時
点
で
の
被
害
は
11
自
治
会
。

消
防
用
ホ
ー
ス
の
筒
先
14
本
。消
火
栓

と
ホ
ー
ス
の
接
続
に
用
い
る
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ

11
本
。同
等
品
を
新
規
購
入
す
る
際
の
必
要
額

は
40
万
円
程
度
見
込
ま
れ
る
。

　

消
防
施
設
等
整
備
補
助
事
業
で
は
、

補
助
率
が
1/3
で
あ
る
が
、盗
難
被
害

対
策
と
し
て
補
助
率
を
2/3
等
と
し
、自
治
会
負

担
軽
減
措
置
の
考
え
は
。

　
既
存
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て
頂
く
よ

う
お
願
い
は
し
て
い
る
が
、補
助
率
に
つ
い

て
は
内
容
の
見
直
し
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
。昨
今

の
物
価
上
昇
な
ど
を
背
景
に
補
助
率
が
適
切
で

あ
る
の
か
否
か
等
、近
隣
市
の
状
況
の
確
認
作
業

に
着
手
し
て
い
る
。

利
用
し
易
い
制
度

と
な
る
よ
う
に
改

善
に
取
り
組
む
。

生
活
保
護
世
帯
の
加
算
漏
れ
は
な
い
か

　
生
活
保
護
世
帯
の
加
算
漏
れ
が
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

　

ケ
ー
ス
検
討
会
議
に
て
、支
援
方
針
、

扶
助
費
の
金
額
等
の
検
討・確
認
を
行
っ
て

い
る
。基
準
の
解
釈
に
疑
義
が
あ
る
時
は
、運
用

事
例
集
な
ど
を
確
認
し
県
に
指
導
を
仰
ぎ
な
が

ら
、間
違
い
が
な
い
よ
う
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
。

　
本
市
に
お
け
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

導
入
が
無
い
理
由
は
。

　
所
轄
部
署
で
課
題
解
決
に
有
効
で
最
適

と
判
断
し
た
場
合
、所
轄
部
署
主
導
で

地
方
創
生
課
と
連
携
し
募
集
手
続
き
に
入
る

が
、各
所
属
か
ら
申
し
出
が
無
か
っ
た
。職
員
の

制
度
に
対
す
る
理
解
不
足
の
面
も
否
め
な
い
。

　
理
解
不
足
で
は
そ
も
そ
も
有
効
か
最
適

か
判
断
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
「
相
談
し
や
す
い
環
境
」「
政
策
が
伴
走
的

に
支
援
す
る
環
境
」を
整
え
て
い
く
こ
と
が

肝
要
と
思
う
。職
員
理
解
の
促
進
は
必
要
で
あ

り
、説
明
会
や
研
修
は
不
可
欠
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
の
導
入
予
定
は
。

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
人
材
派
遣
型

と
共
に
課
題
解
決
の
選
択
肢
に
入
る
よ
う

に
職
員
の
制
度
理
解
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

　
市
長
の
見
解
は
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
勉
強
会
に

参
加
し
、課
題
解
決
に
大
変
有
効
で
あ
る

と
思
っ
た
こ
と
か
ら
、総
合
調
整
会
議
で
導
入

に
向
け
て
検
討
す
る
よ
う
先
月
指
示
を
し
た
。

本
市
の
で
き
て
こ
な
か
っ
た
点
を
踏
ま
え
な
が

ら
導
入
が
目
的
と
な
ら
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら

手
段
と
し
て
検
討
を
進
め
る
。

　

新
し
い
制
度
を
学
び
、導
入
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
る
環
境
作
り

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問問問問 答答答答

効果的な地域おこし協力隊制度の導入で本市の課題解決を
島田 利恵 議員

意

問問問問 答答答答

防災訓練と消火栓の盗難被害状況
三木 敏嗣 議員

　
大
宝
東
小
学
校
が「
将
来
的
に
廃
校
に
な
る
」

「
高
齢
者
施
設
に
転
用
さ
れ
る
」と
い
っ
た
噂

が
流
れ
て
い
る
が
、具
体
的
な
計
画
や
方
向
性
は
。

　
現
時
点
で
は
具
体
的
な
計
画
は
な
い
。

　
今
後
の
児
童
数
の
推
移
は
。

　

令
和
7
年
度
は

356
名
、令
和
12
年
度
は

263
名
と
み
て
い
る
。

　

ど
の
よ
う
な
条
件
が
整
っ
た
場
合
に
、

廃
校
や
施
設
転
用
の
検
討
を
開
始
す
る
の
か
。

　
現
在
、条
件
や
基
準
は
な
い
。

　　
市
内
小
中
学
校
に
あ
る
18
の
余
裕
教
室

の
有
効
活
用
に
関
す
る
具
体
的
施
策
は

考
え
て
い
る
か
。

　
今
後
、全
庁
的
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
大
宝
東
に
お
い

て
学
区
住
民
の
利
用
率
が
低
い
と
伺
っ
て

お
り
、地
域
に
馴
染
ん
で
い
な
い
印
象
が
あ
る
。

利
用
率
は
把
握
し
て
い
る
か
。

　
把
握
し
て
い
な
い
。

　

市
民
か
ら
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

大
宝
東
の
移
転
や
補
完
施
設
な
ど
を
希
望

す
る
声
は
上
が
っ
て
い
な
い
か
。

　
意
見
を
い
た
だ
い
た
こ
と

が
あ
る
。

　

余
裕
教
室
を
校
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
事
務
局
に
転
用
し
て
い

る
事
例
も
あ
る
。地
域
の
課
題
解
決

や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
活
用
も
視
野
に

入
れ
、市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
検
討
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

行
政
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で

い
る
が
、各
種
証
明
書
等
の
申
請
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
行
な
っ
て
い
る
件
数
は
。

　
ア
ナ
ロ
グ
申
請
を
含
む
全
申
請
件
数
は

１
万
５
２
３
８
件
、そ
の
内
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
件
数
は
１
９
３
７
件
で
、割
合
は
12・７
％
で

あ
る
。　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
が
得
意
な
人
と

苦
手
な
人
で
は
、手
続
き
等
の
利
便
性
に

格
差（
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
）が
生
じ
て
い
る
。

誰
も
が
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
同
じ

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
苦
手
な
人

へ
の
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
ツ
ー

ル
が
経
済
的・年
齢
的・身
体
的
な
理
由
に
よ

り
活
用
で
き
な
い
方
へ
、公
共
施
設
や
教
育
機
関

に
お
い
て
、デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー（
デ
ジ
タ
ル
技

術
に
関
す
る
知
識
）の
向
上
を
図
る
た
め
の
講
座

や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル・デ
バ
イ
ド

対
策
を
講
じ
る
。

　
８
月
か
ら
導
入
し
た
栗
東
市
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
目
標
登
録
者
数
と
現
状
は
。

　

今
年
度
末
で
３
５
０
０
人
、令
和
８
年

度
末
で
６
３
０
０
人
を
見
込
ん
で
い
る
が
、

運
用
開
始
か
ら
４
か
月
で
３
０
０
０
人
を
超
え

て
お
り
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。

問問問答 答 答

誰一人取り残さないデジタル社会の実現を
田村 隆光 議員

▲消火栓用、ホース格納箱

▲高齢者向けパソコン教室

▲栗東市公式LINE登録ページ

▲総務省平成28年度
地域おこし協力隊
受入態勢・サポート
態勢モデル事業
調査報告書

▲市長も参加の地域おこし協力隊制度説明会
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問
　
11
月
8
日
、朝
8
時
30
分
ご
ろ
目
川
地

先
の
通
学
路
の「
信
号
の
な
い
交
差
点
」で

交
通
事
故
が
発
生
し
た
。幸
い
人
身
事
故
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。市
の
通
学
路
の
安
全
点
検
の

時
期
、回
数
の
状
況
は
。

　

お
お
む
ね
5
～
6
月
の
時
期
に
各

学
校・園
に
お
い
て
1
回
実
施
し
て
い
る
。

　
通
学
路
等
対
策
箇
所
対
策
状
況一覧
表

で
は
令
和
4
年
度
は
30
か
所
と
な
っ
て
い

る
。こ
の
う
ち「
交
差
点
」は
何
か
所
か
。

　
7
か
所
で
あ
る
。

　

事
故
発
生
の
場
合
は
、原
因
解
明
と

と
も
に
具
体
的
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

今
回
の
事
故
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

　
原
因
に
つ
い
て
は
特
定
で
き
な
い
。対
応

に
つ
い
て
は一回
り
大
き
な
ス
ト
ッ
プ
シ
ー
ル

の
張
り
直
し
で
注
意
喚
起
を
し
、横
断
歩
道
手

前
に「
横
断
者
あ
り
」の
路
面
標
示
を
設
置
す
る
。

引
き
続
き
危
険
箇
所
の
把
握・共
有
を
図
る
。

　
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切

だ
が
一
歩
踏
み
込
ん
だ
対
応
と
し
て
、

ス
ピ
ー
ド
抑
制
の「
ハ
ン

プ
」等
の
設
置
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　

今
後
さ
ら
な
る

対
応
に
つ
い
て
は
、

道
路
形
状
や
交
通
量
な

ど
を
踏
ま
え
、検
討
し
て

い
く
。

問問問 答答答答

通学路の交通安全の確保のために
青木 千尋 議員

▲事故後の路面表示の対応 ▲事故現場

委員会活動レポート

　10月29日、複合施設「わぴあ」について学ぶため、埼玉県和光
市を視察しました。「わぴあ」は和光市で初めてとなる PPP/PFI（公
民連携）事業で誕生した複合施設。総合児童センター、市民プー
ル、健康増進センターなどで構成され、和光の「わ」、輪になるの

「わ」に、ユートピアや広場・仲間の「ピア」から名付けられています。
地域のにぎわい創出につながる施設の雰囲気を体感しました。

　翌30日は、オーガニックなまちづくりについて、千葉県木更
津市を視察しました。地方創生の一つとして、「オーガニック」を
まちづくりの視点とし、木更津では地域社会を構成する多様な
主体が一体となり、木更津市を人と自然が調和した持続可能
なまちとして、次世代に継承しようとする取組みを「オーガニッ
クなまちづくり」と定義。条例も制定し、地域一体となって「オー
ガニックなまちづくり」を推進されています。各分野での連携や
具体的な取り組み、広報活動、今後の発展や展開等をお聞きし
ました。

埼玉県和光市、千葉県木更津市のまちづくりを視察
総務常任委員会

こんな質疑がありました
「わぴあ」は地域密着型の施設であり、市民が参加できるイベント
や講座が豊富に用意されていて、地元の文化、交流活動が活発
に行われているのを感じた。地域社会にとって複合の利点を活か
した施設であり、和光市の地域性にあった設計と運営がされてい
た。公共施設を複合化する利点を再認識した。

「オーガニックなまちづくり」に関して、子ども達への取り 
組みは。
中学生を対象にした出前授業により、「中学生からできる
オーガニックなまちづくり」として、木更津産の農産物を買
う、ごはんを残さない等、身近なアクションを紹介している。

◦参加した議員の感想◦ 

問

答
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　１１月５日、「神明台処分地(神明台スポーツ施設)」について、本市の旧ＲＤ
最終処分場の跡地利用の参考とするため神奈川県横浜市を視察しました。
神明台処分地は、平成２３年３月に埋立が終了し、その敷地の一部はごみ
の中継施設や粗大ごみなどのヤードを設置して活用しているほか、スポーツ施設を整備しています。施設内には、 
野球場、サッカー場、多目的広場、芝生広場などがあり、地域の方々へ開放しています。

　翌６日、「公園整備について」をテーマに東京都世田谷区のJRA馬事公苑へ。
馬事公苑は、昭和１５年に開苑後、昭和39年に東京オリンピック馬場馬術が開
催され、令和３年に東京2020オリンピック会場として再整備された施設です。 
敷地面積は１８万㎡(東京ドーム約４個分)、約７０頭の「馬のいる公苑」として開放
され、建物施設内にはレストランや図書スペースがあり、またジョキングや近隣
保育の散歩コース等、地域住民の憩いの場として親しまれています。

　10月9日、佐賀県嬉野市で開催されていた国スポ（レスリング競技）会場を訪
れました。来年度に迫る本市での開催に向け、会場運営およびスタッフ、ボラン
ティアの動きなどについて見学しました。駅でのモニター中継や地元高校生の 
ボランティア参加、地元物産品の販売、閉会式での大会ハイライト上映等、大会を盛り上げる工夫が随所にされていました。
　翌10日は、北九州市立子育てふれあい交流プラザ「元気のもり」にて、施設の運営や子育て支援事業についてお
話を伺いました。館内には、子どもが新たな発見や創造への喜びを感じられるさまざまな遊びのコーナー、日常の

生活空間を再現し子どもを不慮の事故から守る工夫を学ぶコーナー、一時預か
り室、子育て支援サロン、保護者のリフレッシュスペース、子育て団体やサーク
ルが活動できるサポータールームなどが設置され、子育ち支援・親育ち支援・地
域子育て支援の３つの視点から、子どもや子育てに携わるすべての人に配慮さ
れた施設づくりがされていました。

国民スポーツ大会（レスリング）会場と
北九州市の子育て支援施設を視察

横浜市の処分地（跡地：スポーツ施設）、
世田谷区の馬事公苑を視察

文教福祉常任委員会

環境建設常任委員会

こんな質疑がありました
「元気のもり」では、ただ単純に「子どもたちの遊び場」としている
わけではなく、教育的視点や施設にいても四季を感じられる工夫、
子ども目線での設計、安全面などさまざまな配慮が見られ感動 
した。栗東市では財政的に厳しいところはあるが、いいところは 
取り入れながら子育て支援の充実に取り組んでいかなければと 
感じた。

国スポ大会開催までの長期間にわたる活動の中で、ボラン
ティアのモチベーションをどのように維持されてこられたか。
ボランティアのモチベーションは徐々にあげていくものと 
思う。リハーサル大会の他、100日前イベントや各種イベント
へのブース出展や市内装飾など、市民向け気運醸成に努め
てきた。

◦参加した議員の感想◦ 

問

答

こんな質疑がありました
健康運動公園のホースパーク構想のイメージは湧いたが、果た 
して栗東でこのような施設が維持・運営できるのかは、経費を 
含め民間で採算基準を満たすのかどうか、不安要素であるとも 
感じた。今後の公園計画の審査については、安定的維持が可能
か、採算の基準を満たすのかどうかも含め、十分な検討を進め 
たい。

スポーツ施設を地域の方々へ暫定開放されているが、施設の
利用料金は徴収しているのか。また、維持管理については。
スポーツ施設の利用料金は処分地のため徴収していない。維持管
理は、横浜市資源循環局が神明台処分地の維持管理の一環とし
て、横浜市資源循環公社に委託をしている。また必要に応じて横
浜市資源循環局がスポーツ施設設備等の修繕を行っている。

◦参加した議員の感想◦ 

問

答
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●表紙写真
国スポ・障スポへのカウントダウン

　暦のうえでの立春、2月３日からようやく令和7年乙巳（きのとみ）の始まりです。
　乙は困難があっても紆余曲折しながら進むことや、大風に折れることのないしなやかさを持った草木を表し、巳は
脱皮を繰り返したくましく成長することから、再生と変化を象徴していると言われます。
　この一年を良い変化にするか否か。どのような新しいサイクルの幕開けとなるのか。
　転換点をしなやかにたくましく捉え、大波を乗りこなしていきたいものです。（梶原）

　11月15日に議員研修を開催し、青森大学社会学部の
佐藤淳教授を講師に迎え「『政策サイクル』につなげる『予
算・決算審査』のあり方」と題して先進事例を学んだ後、議
員がそれぞれの思いを聞き合いながら意見交換を行いま
した。議員間討議は、対話を深めながら、議会内の合意形
成を創るプロセス。議会からの政策提言などにつながるた
め議会としての重要課題にも位置付けられており、昨年度
に続き2回目の研修
となります。よりよい
予算・決算審査に向
けて今後も議論を深
めていきます。

　よりわかりやすく、手に取ってもらえる議会 
だよりをめざしてアンケート調査を実施します。 
皆さんの率直なご意見をお聞かせください！
▶︎二次元コード、または栗東市議会ホームペー
ジ・市公式ＬＩＮＥから回答ください（市公式ＬＩＮＥ
はお友達登録が必要です）。書面での回答をご
希望の場合は議会事務局へお越しください。

（受付期間：2月20日まで）【所要時間：約１分】

「予算・決算審査のあり方」を
テーマに議員間討議研修

議員間討議
アンケートにアンケートに
�ご協力ください�ご協力ください

議会トピックス

アンケート回答は
こちら

市公式LINEからの
アンケート回答はこちら

（お友達登録完了後）

　今年度、市では環境センターの現・設置場所において更新整備を実施すること
を前提に、最適な整備手法を検討するため「栗東市ごみ処理施設整備基本計画」
の策定をしました。
　委員会では、１０月２２日に富山県砺波市の砺波広域圏事務組合クリーンセンター
となみを訪問。こちらの施設は平成３年２月より稼働し、老朽化による設備・装置等の 

劣化、処理能力の低下から基幹的改良工事を実施(平成
３１年２月～令和４年３月)されており、その内容を研修し
ました。翌２３日は、福井県大飯郡の若狭広域行政事務
組合若狭広域クリーンセンターに訪問。こちらは広域
施設として令和５年３月に完成された最新鋭の施設とな
り、事業方式や最新設備について研修しました。

富山県砺波市、福井県大飯郡で環境センターを視察研修
環境センター整備特別委員会

砺波広域圏事務組合
クリーンセンターとなみ

(富山県砺波市)

若狭広域行政事務組合
若狭広域クリーンセンター

（福井県大飯郡）

竣工年 平成３年（1991年） 令和５年（2023年）

処理能力（１日あたり） 90ｔ(45ｔ/24ｈ×2炉) 70ｔ(35ｔ/24ｈ×2炉)

焼却炉形式 全連続ストーカ式 全連続ストーカ式

事業方式 DBO（公設民営） 　DBO（公設民営）
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（委員長）伊吹  裕　（副委員長）谷口  律香
（委員）梶原　美保　／　寺田　靖広　／　島田　利恵　／　奥村　明
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